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社会・経済のうごき＠しんぶん．yomu 
知っておきたい日本経済トピックスを新聞から抜粋しました。（公社）長井法人会（ＴＥＬ88‐3960 ＦＡＸ88‐3823） 

 

（公社）長井法人会青年部会 何かを始めなければ、現実は何も変らない 

１０分でわかる 

  

 

 

１１月２９日、参院本会議で経済対策実施の裏付けと

なる２０２３年度補正予算が可決、成立した。一般会計

の歳出は１３兆１９９２億円で、歳入の７割近い８兆８

７５０億円を国債の増発で賄うことで、一段と借金に依

存する財政運営となる。今回計上された経済対策関係費

は、物価高対策、賃上げと地方の成長、国内投資促進、

社会変革推進、国土強靭化に充てるとしている。なお、経済

対策の目玉とされた所得税と住民税の減税は来年６月実施

となるため、今回の補正予算には組み込まれていない。 

 

 

 

 

厚生労働省は「２０２３年賃金引上げ等の実態に関する調査」で

１人当たりの平均賃金の引上げ率は３．２％だったと発表した。引

き上げ額でみると９４３７円。１９９９年以降で賃上げ率は最も高

く、引き上げ率が３％台になるのも初めてとなった。企業規模別に

みると、常用労働者５千人以上が４.０％で、労働組合がないとされ

る１００～２９９人の中小企業でも２．９％の賃上げ率となってい

る。賃上げが広く企業に波及している実態が浮き彫りとなった。 

 

 

 

 

帝国データバンクの集計によると、２０２３年に食品

値上げは前年比２５．７％増の３万２３９５品目に達し

たことが分かった。これら値上げに伴う２人以上世帯の

家計の負担は最大で月４０５８円増となる試算も示さ

れた。２０２３年の値上げとなった食品を分野別にみる

と、カップ麺やソーセージなどの加工食品が１万１８３

７品目と最多で、マヨネーズなどの調味料が８０５２品

目、缶コーヒーなどの種類・飲料が６１７５品目、チョ

コレートなどの菓子は２２７０品目と続いた。  

 

 

 

 

農林水産省は２０２３年産米の１等米比率は６１．

３％で、現行調査が始まった２００４年以降で過去最低

だったと発表した。夏の猛暑による高温障害が１等米比

率を大きく引き下げたことが要因とされている。等級の

低下は米価が引き下がり、農家の経営にはダメージとな

る。都道府県別に１等米比率が低かったのは神奈川県

（１５．１％）で新潟県（１５．７％）が続き、逆に高

かったのは長野県（９２．１％）、岩手県（９１．１％）

だった。来年以降も高温が続く可能性が高いとみられ、

同省では品種転換や対策技術を支援するとしている。  

 

 

 

気象庁の発表によると、秋（９～１１月）の平均気温

が平年値（１９９１～２０２０年）を１．３９度上回り、

統計を開始した１８９８年以降で最も高くなったこと

が明らかになった。これまで同庁は、今年は春（３～５

月）と夏（６～８月）の平均気温が過去最高との公式見

解を示しており、初めて３季連続の更新となった。１～

１１月の平均気温もプラス１．３４度と過去最高を大き

く上回っていることから年間を通じて最も高くなるこ

とが確実視されるとしている。 

 

 

 

 

２０２３ユーキャン新語・流行語年間大賞に「アレ

（Ａ・Ｒ・Ｅ）」が選ばれた。「アレ（Ａ・Ｒ・Ｅ）」は

優勝を意味するもので、選手が優勝を意識しないように

との配慮から３８年ぶりに日本シリーズを制覇したプ

ロ野球阪神の岡田監督が「アレ」と表現したもの。トッ

プテンには、将棋観戦をインターネット配信で観る「観

る将」、コロナ禍前の光景が戻ってきたことを表現した「４年

ぶり／声出し声援」、猛暑を表現した「地球沸騰化」「ＯＳＯ

１８」、好意を持つ相手への気持ちがふとしたきっかけで冷め

る状況を表す「蛙化現象」などが選ばれた。 

 

 

 

 

危機管理コンサルティング業のエス・ピー・ネットワ

ークがクレーム対応したことがある職種に携わる２０

～６０代を対象にした調査で、顧客からの嫌がらせや迷惑行

為「カスタマーハラスメント」を直近１年間に受けた人は６４．

５％に上ることが明らかになった。具体的なカスハラを受けた

実態では「土下座を強要」「２時間近く居座り」「３時間以上の

拘束」などを経験した人もいた。同社では「従業員を守れない

と人材確保に大きな影響を及ぼす」と指摘している。 

 

 

 

 

ハルメクホールディングスが行なった健康に関する意識調査

で、５０～７０代女性を対象に「健康について重視したいこ

と」（回答は３つまで）を尋ねたところ、「一生自分の足で歩

きたい」（８９．７％）が最も多かった。次いで、「ぼけたく

ない」（８２．６％）、「子どもに迷惑をかけたくない」（４８．

９％）が続いた。健康に関する悩み（複数回答）では、「健康

のための活動はしているが、継続的に行うことが難しいと

感じる」（４２．９％）が最も多かった。  

気象庁、２０２３年は「最も暑い年」 経済対策費１３兆円の補正予算が成立 

２０２３新語・流行語大賞は「アレ（A・R・E）」 

 

２０２３年の食品値上げは２５％増に 

賃上げ率、１９９９年以降で最高の３．２％  

直近１年間で「カスハラ経験」は６４．５％  

シニア女性、一生自分の足で歩きたい 

２０２３年米の１等米比率、過去最低に 


